
















たもの、 それが「ラグメン（中国語 は拌面） 」と呼ばれるコシのある手打ち麺に、羊肉などの肉とトマト ニンジン、 たまねぎ、 ナス、 ピーマンなど野菜を炒めたものを け 料理。ウイグル人の食事 定番で誰もが大好きと聞いていたが、これなら日本人でも誰もが美味しいと感じられる食べ物。
ラグメンを食べていて思い出すのはスパゲッ
























いているレストランはあるが 暑いの ビールでも飲もうとなると、特に地方都市 は探すのが困難。周囲のお客さんに気を遣いながら、日本人の為だけに、お茶を容れる薬缶と同じ物にビールを入れて っ 出してくれた良心的な？店もあったが、お酒好き ラマダンを避けなければならな 。
ラマダン中の食事の仕方は実にユニーク。
我々の普通の食事とはまるで逆の順番で料理が出て来る。先ずはスイカやハミウリ（新疆のメロン）が大量に出る。のど 渇いているうえ、非常に甘くておいしいのでどんどん食べてしまう。次に主食となるラグメンやナンが出る。その後に新疆名物のシシ・カバブが登場。日本 酒飲みからすれば、スイカやしめの麺を食べながらビールを飲むことになり、飲み終わるとカバブーが登場 るとあって、納得がいかない様子。
果物から食べる理由は合理的。日中、飲食





したが、新疆では客へのもてな と て、テーブルの上に料理が少ないのは嫌われる のことで、ちょっと難儀することもあった。そんな中、伊寧県では、若い女性政府指導者が我々を大きな実に自然に恵まれた庭 あるレストランに連れて行ってくれた。そして料理は我々の要請通り、極めて簡単に、 かしその代わりに地元で有名な音楽家を招いて、楽器の演奏を聞かせてくれた。
「新疆でお客さんをもてなすのは、食事の
量だけではありません」との言葉は強く印象に残った。そういえばウルムチでも先ずは食事をして、それから強い酒 飲む人は飲み、踊りたい人は皆で踊ると言う場面にも出くわした。政治的には色々と る場所ではあるがその楽しさ、という点 は、中国でもっと開放的かもしれない。
（すがつとむ・コラムニスト／
アジアンウォッチャー）
